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２０２０年度 学校関係者評価報告書 

 

1. 学校関係者評価委員会 

 ・開催日時 ２０２１年３月５日（金）１６：３０～１７：３０ 

 ・開催場所 帯広コア専門学校 ２３教室 

 

  学校関係者評価委員（敬称略） 

氏名 所属 属性 出欠 

平  秀明  帯広北高等学校長 高校 出席 

鈴木 義尚  帯広商工会議所 事務局長 団体 出席 

奥  康裕  ㈱ズコーシャ IT事業部部長 企業 出席 

志賀 政徳  フジ暖房工業株式会社専務取締役 保護者 欠席 

南出 雅樹  ㈲マミィ 代表取締役  卒業生 出席 

 

事務局   

千葉 直樹 理事長兼校長 出席 

池田 廣子 教務主任 出席 

畠山 晴美 介護福祉科主任 出席 

小野 眞靖 情報系学科主任 出席 

稲垣 友理奈 歯科衛生士科主任 出席 

村川 貴康 事務長 出席 

 

2. 評価対象期間 

自:2019（平成 30）年 4 月 1 日 

至:2019（令和 2）年 3 月 31 日 

 

3. 実施方法、配布資料、公表 

 学校関係者評価の実施にあたっては、学校関係者評価委員の皆様に「学校自己評価」の 

結果について事務局より説明し、評価結果に対するご意見をいただきました。いただいた 

ご意見は、本報告書として取りまとめ、今後の教育活動や学校運営の改善に活かし、教育 

の質向上に努めることとし、ホームページ等に公表致します。 

 なお、昨年度委員から「学科の先生も会議に参加したほうがよい」とのアドバイスで各学科から代

表の教員が参加しました。 

（資料） 

 ・２０１９年度 事業報告資料 

 ・帯広コア専門学校 自己評価報告書 

・学校パンフレット一式 

 

 



4. 評価基準毎の学校関係者評価 

評価項目毎に委員からの評価について報告します。 

 全員から基準１から基準 10 まで適切であると評価を受けました。 

 ・2020 年度新理事長が就任し、理事長からビジョンステートメント、21 年度の事業計画について発

表があった。 

評価委員個々に意見をいただきましたので各項目について報告します。 

(1) 教育理念・目的・育成人材像等 

・社会環境の変化に対応して検討を加えているとのことであるが、時代に合わせて地域のニーズ

に応えて変化していくのは良いことである。 

・2020年度新理事長体制になり、新たなビジョンステートメントを聞けて良かった、期待した

い。 

・2021年事業計画は今後教職員へ伝えることを確認した。 

(2) 学校運営 

・WiFi 開放など授業のデジタル化への対応について高い評価があった。 

・授業アンケートは、カリキュラム・授業改善に役立てるためにも全科目で実施するのが良い。 

・教職員の代表がこの会議に参加し外部の意見を聞くのは良い。 

・待遇改善について、社労士とも相談しながら積極的に取り組んでいく。 

(3) 教育活動 

  ・ものをつくるのではなくデータをどう活用するか、学校 DX として大事なことであり取組みを計

画していることは良い。 

  ・入学の学力レベルについて質問があった。留学生含め学力に大きな差がみられ、個別指導で対応

している。教員の負担増になることも課題であると報告した。 

 

(4) 教育成果 

  ・卒業生への対応について、現在卒業生の情報を収集している。今後、卒業生との連携機会を設け

て、同窓会組織の再構築をすすめる。 

(5) 学生支援 

  ・就職率の向上について、求人票を Web だけではなく、1 件 1 件郵送するのが良い。 

     地域とのつながりは大事なことで地元企業とも連携して、学生・企業と交流機会の充実を計って

いきたい。 

(6) 教育環境 

・授業の Googleサービス導入、早くからのコロナ対応のオンライン授業ができたのは良い。 

・コロナ対応早期に、文科省補助金で WiFiを強化し授業の充実を図り、北海道補助金で今後の教

職員テレワーク対応したことは良い。 

・施設設備の評価が低いが、エアコンの代用に業務用の扇風機を利用できる。 

・開校から 30年と老朽化している個所もあるようなので、次年度以降徐々に設備の入替え等を検

討していくのが良い。 



(7) 学生の募集と受け入れ 

・学校の認知度が低いので、もっと宣伝をしてほしい。 

・企業との連携で認知度を高める。プログラミング教育をしているのだから、アンケートを取りア

プリを作ったりするのもいい。歯科は口腔ケアが重要になっている。保育所でも検診をしているの

でこういう所と学校も連携していくのはどうか？ 

小・中学校への出前授業も検討しており、次年度につなげたい。 

・学校の施設を利用してもらうことで、地域とのつながりを強めたいと考えている。 

(8) 財務 

・帯広コア学園の監査をしている立場としては、学校の財務状況は健全で監査は適正なものであり

HPで公表されている。 

 

(9) 法令等の遵守 

・自己評価の情報公開はなされ、就業規則等を見直し中とのことであり、対応はほぼ適切であ

る。 

(10)社会貢献 

  ・学生に関する項目（社会貢献）については、力を入れているようでありさらに期待したい。 

以上 

 

 


